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新
し
い
看
護
職
の

歴
史
の
創
造
へ
向
け
て

去
る
八
月
二
八
日
（
土
）
、
二
九
日

（
日
）
　
の
両
日
、
神
戸
市
の
勤
労
会
館

で
第
七
回
大
会
が
盛
会
性
に
開
催
さ
れ

た
。
本
年
は
、
明
治
七
年
八
月
一
八
日

に
わ
が
国
初
の
医
療
関
係
法
と
し
て

「
医
制
」
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
、
二
一

〇
年
目
の
年
に
あ
た
る
。
こ
の
「
医
制
」

の
第
五
〇
条
か
ら
五
二
条
に
「
産
婆
」

が
規
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
今
大

会
は
「
医
制
一
二
〇
年
『
産
婆
制
度
を

考
え
る
』
」
の
テ
ー
マ
で
な
さ
れ
た
わ

け
で
あ
る
。
関
西
地
区
の
関
係
者
の
熱

意
あ
る
呼
掛
け
も
あ
っ
て
、
助
産
婦
の

出
席
が
多
く
、
出
席
者
は
二
二
〇
人
を

越
え
た
。
特
に
開
業
助
産
婦
歴
五
〇
年

と
い
う
、
助
産
婦
の
歴
史
の
「
生
き
証

人
」
と
も
い
え
る
先
輩
の
方
々
の
存
在

草
　
刈
　
淳
　
子

が
一
際
目
だ
っ
た
。

高
橋
み
や
子
氏
の
基
調
講
演
お
よ
び

女
性
学
の
立
場
か
ら
の
大
林
道
子
氏
の

記
念
講
演
に
よ
っ
て
、
助
産
婦
が
歩
ん

で
来
た
歴
史
を
、
過
去
の
「
産
婆
」
誕

生
の
医
制
制
定
時
か
ら
見
直
し
、
さ
ら

に
現
代
社
会
の
急
速
な
変
化
へ
の
対
応

と
し
て
の
こ
れ
か
ら
の
助
産
婦
の
あ
り

方
を
探
る
上
で
、
ま
た
と
無
い
機
会
と

な
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。

こ
れ
は
、
本
学
会
が
七
回
目
を
迎
え

る
ま
で
に
な
り
、
ま
た
、
現
在
の
看
護

職
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
と
も
重
な
っ

て
、
歴
史
へ
の
関
心
が
、
単
に
過
去
の

資
料
に
つ
い
て
の
研
究
に
留
ま
ら
ず
、

現
在
に
至
る
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら

に
、
こ
れ
か
ら
の
あ
り
方
を
主
体
的
に

と
ら
え
る
、
「
歴
史
を
み
る
目
」
が
育

ち
つ
つ
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
・
・
・

と
み
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
か
？

本
学
会
の
第
二
回
大
会
は
、
実
質
的

な
研
究
活
動
の
第
一
歩
を
あ
ゆ
み
だ
し

た
年
で
あ
っ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム

「
戦
後
の
看
護
を
語
る
」
の
シ
ン
ポ
ジ

ス
ト
の
一
人
と
し
て
看
護
管
理
学
の
立

場
か
ら
発
言
さ
せ
て
頂
く
度
重
な
機
会

を
与
え
ら
れ
、
戦
後
の
看
護
の
歩
み
を

改
め
て
通
観
し
て
み
て
、
こ
れ
ま
で
の

看
護
の
歴
史
が
、
い
か
に
「
作
ら
れ
た

歴
史
」
　
で
あ
っ
た
か
を
思
い
知
ら
さ
れ

た
。
折
し
も
昭
和
六
三
年
は
、
日
本
の

医
療
が
、
保
健
・
医
療
か
ら
さ
ら
に
福

祉
も
連
携
し
大
き
く
転
換
し
た
年
で
も

あ
っ
た
。

こ
こ
数
年
の
世
界
の
変
化
は
目
ま
ぐ

る
し
く
、
国
内
に
お
い
て
も
与
野
党
逆

転
が
起
こ
る
な
ど
、
歴
史
の
大
転
換
が

日
常
的
と
も
い
え
る
程
に
展
開
さ
れ
て

い
る
。
時
代
の
転
換
が
も
た
ら
す
世
界

的
な
潮
流
な
の
で
あ
ろ
う
か
？

こ
う
し
た
社
会
の
変
貌
を
反
映
し
て
、

医
療
界
も
よ
う
や
く
、
長
年
の
「
医
師

中
心
」
　
の
あ
り
方
か
ら
、
「
患
者
中
心
」

の
医
療
へ
と
動
き
だ
し
た
か
に
み
え
る
。

看
護
界
で
「
患
者
中
心
の
看
護
」
が
云

わ
れ
始
め
た
の
は
、
一
九
六
〇
年
代
で

す
で
に
三
〇
年
前
の
こ
と
で
あ
る
が
。

昨
年
の
医
療
法
第
二
次
大
改
正
に
よ

り
、
四
五
年
ぶ
り
に
医
療
施
設
の
機
能

分
頬
が
な
さ
れ
た
。
ま
だ
現
実
に
動
き

だ
し
て
い
な
い
と
は
い
え
、
看
護
は
こ

れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
変
貌
を
と
げ
る
の

で
あ
ろ
う
か
？

本
年
二
月
中
旬
、
社
会
保
障
制
度
審

議
会
の
将
来
像
委
員
会
の
第
一
次
報
告

が
な
さ
れ
た
。
歴
史
的
に
日
本
の
社
会

保
障
は
、
貧
困
者
を
傲
済
す
る
公
的
扶

助
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
そ
の
推
進

の
基
本
原
則
は
、
普
遍
性
、
公
平
性
、

有
効
性
、
総
合
性
、
権
利
性
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
医
療
や
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
「
公
的
責
任
」
　
の
あ
り
方
を
め

ぐ
っ
て
、
個
人
や
家
族
の
私
的
責
任
と

い
う
新
た
な
視
点
か
ら
問
い
な
お
さ
れ

て
い
る
。

こ
う
し
た
面
か
ら
み
て
も
、
日
本
の

医
療
は
、
す
で
に
第
一
発
展
段
階
を
終

え
、
明
ら
か
に
質
的
に
異
な
る
第
二
段

階
へ
と
確
実
に
歩
み
だ
し
て
い
る
。

過
日
、
戦
後
の
日
本
の
看
護
を
推
進

し
て
き
た
国
立
東
京
第
一
病
院
の
ほ
ぼ

五
〇
年
に
わ
た
る
「
看
護
の
あ
ゆ
み
」

が
出
さ
れ
た
が
、
今
日
、
大
多
数
の
施

設
の
看
護
組
織
の
成
員
は
、
戦
後
の
新

制
度
教
育
を
受
け
た
看
護
婦
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
る
に
至
り
、
新
し
い
看
護
婦

像
を
自
ら
創
造
し
て
い
け
る
時
代
が
到

来
し
た
と
も
い
え
る
。

こ
の
度
の
医
制
一
二
〇
年
を
契
機
と

し
て
、
看
護
婦
の
「
作
ら
れ
た
歴
史
」

か
ら
「
創
り
出
す
」
歴
史
へ
の
転
換
点

（
八
貢
上
段
へ
）
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第
七
回
総
会
報
告

亀
　
山
　
美
知
子

去
る
八
月
二
八
日
、
本
会
の
第
七
回

総
会
が
神
戸
市
勤
労
会
館
で
開
催
さ
れ

た
。
前
年
度
の
活
動
報
告
の
詳
細
は
省

略
す
る
が
、
発
行
が
一
昨
年
よ
り
遅
れ

て
い
た
本
会
機
関
誌
『
日
本
看
護
歴
史

学
会
誌
』
第
六
号
は
、
諸
般
の
事
情
に

よ
り
今
総
会
直
前
に
刊
行
さ
れ
た
。
発

行
期
日
の
大
幅
な
遅
れ
に
つ
い
て
は
心

よ
り
お
詫
び
す
る
次
第
で
あ
る
。

一
、
本
年
度
活
動
方
針

す
で
に
三
年
前
よ
り
、
本
会
は
看
護

歴
史
研
究
に
関
す
る
基
礎
の
確
立
を
目

指
す
べ
く
、
講
演
等
を
準
備
す
る
一
方

で
、
日
常
の
研
究
活
動
の
推
進
に
努
め

て
き
た
。

現
在
の
看
護
界
の
現
状
は
、
将
来
的

に
は
希
望
の
も
て
る
状
況
と
い
え
な
く

も
な
い
が
、
反
面
、
教
育
の
現
場
を
中

心
と
し
て
業
績
づ
く
り
に
の
み
奔
走
す

る
と
い
っ
た
憂
え
る
べ
き
状
況
も
う
か

が
え
る
。
こ
の
中
に
あ
っ
て
、
本
会
は

今
後
も
研
究
者
と
し
て
の
マ
ナ
ー
も
含

め
た
、
よ
り
高
い
資
質
の
開
発
を
目
指

す
こ
と
を
活
動
方
針
の
主
眼
と
す
る
。

尚
、
本
年
八
月
一
日
に
は
関
西
初
の

学
習
会
を
実
施
し
た
が
、
今
後
、
各
地

で
も
同
様
の
活
動
の
実
現
を
め
ざ
し
た

＼

　

0

ト
∨

一
、
本
年
度
事
業
計
画

前
述
の
と
お
り
、
学
習
会
等
の
準
備

を
働
き
か
け
る
こ
と
と
共
に
、
第
七
回

大
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
医
制
一
二
〇

年
1
産
婆
制
度
を
考
え
る
」
に
基
き
、

日
本
で
最
初
の
医
療
制
度
と
し
て
「
医

制
」
が
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
八
月

一
八
日
に
発
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
、

産
婆
二
一
〇
年
を
記
念
す
る
講
演
等
を

準
備
し
た
。

又
、
す
で
に
予
告
し
た
と
お
り
、
記

念
テ
レ
カ
を
作
製
し
、
広
く
社
会
へ
の

P
R
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

尚
、
第
七
回
大
会
に
は
、
日
本
助
産

婦
会
兵
庫
県
支
部
・
同
大
阪
府
支
部
、

社
団
法
人
京
都
府
看
護
協
会
、
兵
庫
県

下
の
各
教
務
主
任
会
の
御
協
力
を
得
た

こ
と
を
こ
こ
に
深
く
感
謝
す
る
。

◆
新
幹
事
の
承
認
と

役
割
分
担
決
定
さ
れ
る

代
表
幹
事
　
亀
山
美
知
子

会
計
　
依
田
和
美
、
大
平
政
子

事
務
局
　
草
刈
淳
子
、
鵜
沢
陽
子

分
科
会
　
高
田
節
子
、
五
十
嵐
　
節

渉
外
　
高
橋
み
や
子

学
会
誌
担
当
　
玄
田
公
子
、
亀
山
美
知

子
、
岡
山
寧
子
（
他
に
会
員
中
よ
り
、

吉
川
龍
子
働
、
神
永
杓
子
の
両
氏
が

編
集
委
員
と
し
て
選
出
さ
れ
た
。
）

日本看護歴史学会1992年度会計報告

収　　入　　の　　部　　　　　　　（単位　円）

項 目 予　 算　 額 決 ．額 差し引き額
「前年度繰り越し金 9 19．163 9 19．163 0
会 費 600．000

新入
一－

544．000
艮95名
旦 16名

▲　 56．000

寄付金その他 10．000
会誌等充

広告料
利 息

31．152
上
（18．395）
（5，000）
（7．757）

21／15㌃‾‾

A
⊂コ

如 1．529．163 1，494，315 ▲　 34L糾8

支　　出　　の　　部　　　　　　　（単位　円）

項　　　　 目 予　 算　 額 決　　 算　　 額 差 し引き額
事　 務　 ‾経　 費 220．000 192．244 27，756
印　　 刷　　 費 く王札000） （ 8．08 1）
通　　 信　　 費 （150．000） （18 1．訪3）
事 務 用 品 費 （犯 000） （ 2．鯖0）

⊥＿幹 事会 開 催 費 100 ．000 118．700 ▲ 18，700
出　　 版　　 責 300．000 82．400 2 17．00 0
会 費 発 行 費

学 会誌 発 行 費

（100 ．000）

（200 ．000）

（82，400）
13号 30，駅氾
14号 30．900
15号 20．600

（ 0）
会＿鼻 名 簿 費 30，000 30．駅旧 ▲　　 900
捻　 ▼会＿‾‾▼　‾‾▼‾費 紺．＿00 0 50．0叩‾ 「0
分＿　料　 金　 貴 20．α氾 1．0鋸 18．946
予　　 備　　 費 8（泊．163 　 ・2礼 600

学会誌 5号印刷責
上沼2．563‾【‾

▲＿金．＿＿　　 打 1．5乳 163 701，898 792，4 17‾¶▼「‾

次年度への繰り越し額収入鞠1．4鋸．315円一支出額701．898円＝792．417円

日本有様歴史学会1993年度予算案

収　　入　　の　　部　　　　　　　（単位　円）

項　　　　 目 予　 井　 領 摘　　　　　 要 前年度決算額

前年度繰り越 し金 792，417 9 19．163

金　　　　 森 600．000 150 名×4．000 猟 ．000

寄付 金 そ の 他 10．000 丸 152

合　　　　 計 1．402．417 1．494．3 15

支　　出　　の　　部

項 目 予　算　 額 摘　　　　　 要 前年度決算鱒

譲 務 経

町 刷

通 信

そ の

費 200，000

会報3回

学会誌1回

192．244

費 （40．000） （ 8．081）

費 （150．000） （181．283）

．他 （10．000） （ 2，柳＿）

幹事会開催費 150，000 118．700

出 版

会報発行

学会誌発行

費 300．000

年3回

ぬ 400

貴 （100 ，000） （阻400）

‾費 （200．00 0） 年1回 （　 0）

全点名簿費 0 1回／3年 ：犯．抑

軽　 食 費 50．000 甲．＿鱒

分　向　 合 責 ． 20●000 1＿．0由

予　　 備 費 562．417 前年皮学会誌発行

費非執行分を含む

2訪．柵

合　　　　 算十 1．402．417 701．8鋸

（会計　依田和美）－2－
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告

第
七
会
分
科
会
は
、
八
分
科
会
が
開

か
れ
活
発
な
意
見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
我
が
国
へ
の

受
容
　
　
　
話
題
提
供
　
吉
川
龍
子

参
加
者
七
名
　
昭
和
七
年
米
国
看
護

婦
の
書
い
た
①
「
衛
生
改
良
家
並
に
衛

生
学
者
と
し
て
の
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ

イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
」
　
　
②
「
d
0
0
k
の

S
h
O
r
t
O
f
h
i
s
t
O
r
y
」
が
日
赤
の
看
護

婦
に
よ
り
訳
さ
れ
看
護
学
生
に
供
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
二
つ
の
史
料
が
同
時
に

日
本
に
紹
介
さ
れ
た
背
景
、
日
本
で
は

既
に
公
衆
衛
生
看
護
婦
の
養
成
が
あ
る

こ
と
と
の
関
連
か
史
料
の
背
景
史
料
を

検
索
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
教
育

の
流
れ
が
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
英
1
米
1

日
本
と
い
う
現
象
に
意
味
を
探
る
こ
と

も
必
要
な
ど
の
意
見
交
換
が
あ
っ
・
た
。

二
、
日
赤
看
護
婦
外
国
留
学
第
二
号

田
渕
ま
さ
代
　
．

話
題
提
供
者
　
高
田
節
子

参
加
者
三
名
　
明
治
一
八
年
岡
山
県

の
田
舎
に
生
ま
れ
女
学
校
を
卒
業
日
赤

五
　
十
　
嵐
　
　
　
　
　
　
節

に
三
年
学
び
、
大
正
一
〇
年
ロ
ン
ド
ン

の
　
「
ベ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ド
・
カ
レ
ッ
ジ
」

第
二
回
国
際
公
衆
衛
生
看
護
講
習
会
に

六
カ
月
の
留
学
、
大
正
一
〇
年
日
本
赤

十
字
社
看
護
婦
外
国
語
養
成
が
は
じ
ま

っ
た
。
臨
場
感
の
あ
る
個
人
史
。

三
、
戦
後
の
看
護
教
育
制
度
改
革
に
よ

る
新
制
度
の
看
護
教
育
が
い
か
に
実
現

し
た
か
、
そ
の
周
辺
事
情
を
探
る
。

話
題
提
供
者
　
武
藤
美
知
・
岸
本
多
恵

子
　
　
参
加
者
七
名

日
本
の
看
護
教
育
制
度
の
改
革
は
、

第
二
次
大
戦
の
敗
北
と
G
H
Q
の
指
導

に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
新
制

度
看
護
教
育
は
①
教
育
の
あ
り
か
た
に

関
す
る
モ
デ
ル
校
づ
く
り
㊥
看
護
教
師

の
た
め
の
養
成
講
習
会
の
発
足
④
臨
床

看
護
婦
の
再
教
育
の
発
足
④
病
院
管
理

の
近
代
化
へ
の
模
索
等
の
新
制
度
看
護

教
育
を
発
足
す
る
た
め
に
立
ち
は
だ
か

る
諸
問
題
を
ど
の
よ
う
に
し
て
ク
リ
ア

し
て
き
た
か
を
探
る
こ
と
で
今
日
の
問

超
の
理
解
に
つ
な
が
る
。

四
、
兵
庫
県
に
お
け
る
看
護
婦
の
歴
史

話
題
提
供
者
　
山
崎
雅
代
・
前
田
た
ま

え
　
　
参
加
者
八
名

①
兵
庫
県
に
お
け
る
明
治
か
ら
昭
和
初

期
ま
で
の
看
護
婦
学
校
を
あ
げ
た
㊥
史

料
が
残
さ
れ
て
い
な
い
、
史
料
は
あ
る

が
得
に
く
い
学
校
を
あ
げ
、
③
史
料
の

収
集
方
法
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

五
、
『
助
産
の
莱
』
の
助
産
婦
教
育
上

の
役
割
　
話
題
提
供
者
　
　
内
藤
直
子

日
隈
ふ
み
子
　
　
参
加
者
七
名

緒
方
正
晴
が
助
産
婦
教
育
に
ど
ん
な

役
割
を
し
て
い
た
か
一
～
五
七
五
号
ま

で
実
在
し
て
い
る
貴
重
な
資
料
「
助
産

の
菜
」
を
実
際
に
閲
覧
し
た
上
で
の
提

供
で
あ
る
。
助
産
婦
に
よ
っ
て
投
稿
さ

れ
て
い
る
実
践
事
例
を
の
せ
て
い
る
。

緒
方
は
な
ぜ
助
産
婦
教
育
に
力
を
い
れ

た
の
か
産
科
医
の
地
位
か
、
富
国
強
兵

に
よ
る
堕
胎
な
ど
の
防
止
か
緒
方
の
保

健
指
導
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
話
し

あ
っ
た
。

婚
で
、
妻
を
也
と
る
の
は
子
孫
相
続
、

明
治
民
法
か
ら
は
、
富
国
強
兵
「
子
産

み
」
は
女
性
に
対
す
る
最
大
の
社
会
的

評
価
と
し
て
い
る
等
、
時
代
調
査
を
す

る
な
か
で
不
妊
の
女
性
へ
産
婆
の
か
か

わ
り
が
記
録
に
な
い
。
産
婆
の
聞
き
取

り
調
査
の
必
要
が
あ
る
な
ど
話
し
あ
っ
た
。

六
、
家
族
制
度
が
「
子
産
み
」
に
も
た

ら
し
た
影
響
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て

法
政
史
の
立
場
よ
り
　
　
話
題
提
供
者

穐
村
郁
代
　
　
参
加
者
五
名

法
的
に
時
代
を
律
令
、
幕
藩
法
、
明

治
民
法
、
民
法
の
5
つ
に
分
け
律
令
ま

で
は
む
こ
取
り
婚
、
以
後
は
よ
め
取
り

七
、
文
学
・
映
像
に
み
る
看
護
　
　
看

護
史
の
テ
ー
マ
・
史
料
探
し
へ
の
情
報

提
供
　
　
話
題
提
供
者
　
　
五
十
嵐
節

参
加
者
六
名

医
療
社
会
史
研
究
家
　
新
村
拓
氏
の

著
書
五
編
を
紹
介
、
そ
の
膨
大
な
史
料

は
整
理
さ
れ
た
辞
書
を
み
る
ど
と
き
で

あ
る
。
文
学
の
み
な
ら
ず
い
ず
れ
の
領

域
で
も
そ
の
時
代
に
生
活
す
る
人
間
の

生
・
老
・
病
・
死
・
ホ
ス
ピ
ス
な
ど
の

研
究
に
関
連
の
史
料
を
探
す
と
き
の
参

考
と
も
な
る
。

八
、
律
令
制
度
の
中
に
見
る
看
護

話
題
提
供
者
　
　
板
倉
勲
子
・
細
見
明

代
・
岡
田
麗
江
　
　
参
加
者
六
名

①
医
疾
令
に
み
る
女
医
に
つ
い
て

㊥
糠
と
出
産
の
積
・
月
事
の
忌
避
の
関

係
に
つ
い
て
報
告
が
さ
れ
た
。
看
護
の

ル
ー
．
ツ
が
女
医
か
ら
の
発
生
か
末
だ
不

明
。
女
性
差
別
か
女
性
史
・
民
俗
学
と

か
の
視
点
か
ら
研
究
が
な
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
な
ど
の
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

3
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ト
ラ
ウ
ペ
と
産
婆

鹿
　
瀬
、
、
、
エ
子

（
長
野
市
・
非
会
員
）

「
女
と
男
が
こ
の
世
に
い
る
限
り
、

ト
ラ
ウ
ベ
と
助
産
婦
と
い
う
職
業
は
存

在
す
る
し
、
必
要
で
あ
る
。
」
助
産
婦
に
な

っ
て
、
い
き
つ
い
た
気
持
が
こ
れ
で
し

た
。
数
年
前
よ
り
〝
助
産
婦
″
に
こ
だ

わ
り
を
強
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
第
七
回

の
学
会
が
助
産
婦
・
産
婆
特
集
と
な
っ

て
い
た
の
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

私
は
常
々
、
温
故
知
新
の
言
葉
を
大

切
に
思
っ
て
い
ま
す
。
一
日
目
の
高
橋

み
や
子
氏
、
大
林
道
子
氏
の
講
演
は
以

前
か
ら
一
度
は
聞
き
た
い
と
思
っ
て
い

た
の
で
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
七
年
程
前
、
長
野
県
の
あ
る
地
区

の
産
婆
の
足
跡
を
文
集
と
し
て
作
る
作

業
を
行
な
い
ま
し
た
。
こ
の
お
二
人
の

講
演
を
も
っ
と
早
く
に
お
聞
き
し
て
い

れ
ば
、
も
っ
と
も
っ
と
深
く
歴
史
の
追

求
調
査
が
で
き
、
記
録
と
し
て
残
せ
た

の
に
〃
と
悔
ま
れ
ま
す
。

長
野
に
帰
っ
て
き
て
早
速
、
お
二
人

の
講
演
テ
ー
プ
を
ダ
ビ
ン
グ
し
て
友
人

に
配
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
今
の
私
に

で
き
る
行
動
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
か
と

、

　

′

考
え
た
か
ら
で
す
。

そ
し
て
二
日
目
、
私
に
と
っ
て
は
思

わ
ぬ
収
漣
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は

「
家
族
制
度
が
「
子
産
み
』
に
も
た
ら

し
た
影
響
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
」

を
研
究
し
て
発
表
さ
れ
た
穐
村
郁
代
氏

の
分
科
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
で
す
。
今
ま
で
産
婆
を
語
る
時
、

お
産
と
産
婆
と
し
て
の
視
点
し
か
持
っ

て
い
な
か
っ
た
自
分
を
発
見
で
き
た
こ

と
。
ど
う
し
て
今
ま
で
、
不
妊
と
産
婆

の
か
か
わ
り
に
気
が
つ
か
な
か
っ
た
の

だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
に
気
づ
き
、
問
題

と
し
て
と
り
上
げ
研
究
と
し
て
取
り
組

み
、
私
に
歴
史
に
広
い
視
野
を
提
供
し

て
い
た
だ
い
た
穐
村
郁
代
氏
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
看
護
歴
史
学
会
に
初
め
て
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
ず
驚
い
た
こ
と

は
、
そ
の
学
会
に
参
加
し
て
い
る
す
べ

て
の
皆
さ
ん
の
目
線
の
高
さ
を
同
じ
に

さ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
す
ご

く
親
し
み
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
さ
り
げ
な
く
、
す
ご
く
内
容
の

濃
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
学
会
を
通
し
て
ま
た
、
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
事
を
大
変
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。

唯
ひ
と
つ
心
の
こ
り
は
、
医
制
一
二

〇
年
の
記
念
テ
レ
カ
を
数
枚
し
か
買
わ

な
か
っ
た
こ
と
。
も
う
少
し
多
く
買
っ

て
く
れ
ば
よ
か
っ
た
な
ぁ
、
残
念
！

再
　
考
　
を
　
決
　
意

母
さ
ん
に
よ
い
お
産
を
し
て
頂
く
よ
う

努
力
し
て
、
助
産
綿
の
役
割
や
必
要
性

を
行
政
や
、
広
く
社
会
に
再
認
識
さ
れ

る
努
力
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

柏
　
倉
　
マ
サ
子

（
神
戸
市
・
非
会
員
）

（
資
料
を
集
め
て
語
ら
し
め
る
）
大

林
先
生
が
申
さ
れ
ま
し
た
。
理
念
と
そ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
感
動
致
し
ま
し
た
。

助
産
嫡
を
取
り
ま
く
諸
情
勢
は
一
段

と
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者

人
口
の
増
加
や
在
宅
ケ
ア
の
充
実
の
た

め
に
看
護
が
脚
光
を
浴
び
て
、
国
を
揚

げ
当
面
の
施
策
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
に
あ
り
な
が

ら
二
一
世
紀
を
支
え
る
母
と
子
。
そ
の

家
族
の
健
康
を
守
る
た
め
の
援
助
者
で

あ
る
助
産
嫡
に
つ
い
て
は
注
目
す
べ
き

動
向
は
あ
り
ま
せ
ん
。

戦
後
の
制
度
の
切
換
え
に
よ
っ
て
で

き
た
断
層
を
埋
め
て
助
産
婦
本
来
の
、

よ
い
仕
事
が
出
来
る
条
件
を
整
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
き
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
助
産
施

投
を
持
つ
場
合
、
色
々
困
難
な
問
題
が
、

例
え
ば
施
設
を
作
る
た
め
の
資
金
。
嘱

託
医
と
の
関
係
が
う
ま
く
行
く
よ
う
な

援
助
。
助
産
施
設
を
持
っ
て
も
現
在
で

は
収
入
が
不
安
定
。
少
産
。
開
業
場
所

の
問
題
。
後
継
者
の
問
題
等
々
で
す
。

施
設
が
出
来
ま
し
た
ら
す
べ
て
の
お

会
員
の
著
作
の
紹
介

河
本
令
子
著
F
長
崎
の
看
護
教
育
の
あ

ゆ
み
』

定
価
四
三
〇
〇
円

発
行
所
葦
書
房

8
1
0
福
岡
市
中
央
区
赤
坂
三
I
T
二

m
〇
九
二
－
七
六
一
－
二
八
九
五

振
替
福
岡
一
－
三
九
四
三
〇

（
次
貢
参
照
）

高
岡
ス
ミ
子
著
F
流
れ
の
ま
ま
に
一

一
看
護
婦
の
あ
ゆ
み
』
（
私
家
版
）

領
価
一
二
〇
〇
円

9
1
0
－02
福
井
県
坂
井
郡
丸
岡
町
山
崎
三
ケ

一
六
－
二
高
岡
方
．
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第
七
回
日
本
看
護

歴
史
学
会
に
出
席
し
て

河
　
本
　
令
　
子

（
長
崎
市
・
会
員
）

こ
の
頃
、
退
官
を
間
近
に
し
て
い
る

せ
い
か
看
護
の
歴
史
探
求
に
興
味
を
覚

え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
自
分
自
身

の
職
業
生
活
の
証
し
と
し
て
の
歴
史
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
二
〇
世
紀
に
看
護

の
先
人
や
仲
間
た
ち
が
看
護
の
確
立
の

た
め
に
努
力
し
た
道
程
を
残
し
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
る
。
　
　
　
・

何
か
を
ま
と
め
た
い
と
い
う
思
い
も

あ
っ
て
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら

三
年
目
に
、
漸
く
第
七
回
日
本
看
護
歴

史
学
会
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

特
に
今
回
は
、
医
制
一
二
〇
年
の
記

念
す
べ
き
年
で
あ
る
。

高
橋
み
や
子
氏
の
「
医
制
公
布
以
後

の
産
婆
制
度
成
立
過
程
に
つ
い
て
」
の

記
念
講
演
は
、
関
心
の
あ
る
分
野
で
あ

っ
た
。
氏
の
ど
講
演
を
聞
き
な
が
ら
、

医
制
一
二
〇
年
を
記
念
し
て
、
明
治
三

二
年
産
婆
規
則
制
定
ま
で
の
四
七
都
道

府
県
の
産
婆
に
関
す
る
地
方
行
政
を
ま

と
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
、

各
都
道
府
県
の
代
表
者
の
努
力
が
あ
れ

ば
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思

っ
た
り
し
た
。

ま
た
、
大
林
道
子
先
生
の
講
演
「
お

産
の
変
遷
を
調
査
し
て
ー
そ
の
方
法
論

を
考
え
る
」
、
海
渓
昇
先
生
の
講
演

「
緒
方
洪
庵
と
適
塾
」
も
興
味
深
く
学

問
的
な
刺
激
を
受
け
た
。
そ
れ
ぞ
れ
個

性
的
な
ど
講
演
の
内
容
で
あ
っ
た
が
、

三
人
の
先
生
方
に
共
通
し
て
い
る
こ
と

は
、
学
問
に
対
す
る
真
筆
な
取
り
組
み

で
あ
り
、
歴
史
探
求
を
す
る
隙
の
熱
意
、

行
動
力
、
関
心
の
持
ち
方
な
ど
を
教
え

ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
研
究
発
表
会
、
分
科
会
、

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
パ
ー
テ
ィ
な
ど
大
会
の

運
営
も
こ
れ
ま
で
の
学
会
出
席
で
は
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
、
曖
か
い

配
慮
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

と
に
か
く
、
自
由
に
発
表
で
き
る
雰

囲
気
が
嬉
し
か
っ
た
。

今
回
、
初
め
て
の
出
席
で
あ
っ
た
が

学
ぶ
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
か
ら
も
可
能

な
限
り
参
加
し
た
い
と
思
っ
た
。

最
後
に
、
余
談
に
な
る
が
、
一
昨
年

出
版
し
た
拙
著
F
長
崎
の
看
護
教
育
の

あ
ゆ
み
」
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、

亀
山
美
知
子
氏
の
ど
著
書
か
ら
多
く
の

も
の
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
氏

に
お
目
に
か
～
れ
た
の
も
収
種
の
一
つ

で
あ
る
。

惑
　
加
名
　
の
　
声

参加者の熱気に包まれた第7回大会会場風景（一g3．0．20）－5－
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参
加
し
続
け
るこ

と
の
意
味

伊
　
賀
　
童
　
子

（
蒲
郡
市
・
会
員
）

毎
年
大
会
が
近
づ
く
と
今
年
は
ど
ん

な
お
話
が
聞
か
れ
る
だ
ろ
う
か
と
い
う

期
待
と
、
一
年
間
の
自
分
の
成
果
の
少

な
さ
を
省
み
て
後
め
た
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。恥

か
し
い
と
思
い
な
が
ら
毎
回
出
席

し
て
い
る
看
護
歴
史
学
会
の
魅
力
は
と

聞
か
れ
た
ら
、
昔
の
人
の
生
活
を
知
る

た
め
の
道
標
が
確
実
に
一
つ
ず
つ
増
え
て

い
く
事
と
お
答
え
す
る
で
し
ょ
う
。
多

く
の
資
料
を
提
示
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
の
に
一
つ
し
か
自
分
の
も
の
に
す
る

事
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を
土
台
に

し
て
次
の
年
に
又
一
つ
積
み
重
ね
る
恩

恵
を
受
け
て
い
ま
す
。

日
本
看
護
歴
史
学
会
を
大
切
に
考
え

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
会
員
の
方
々
に
は
大

変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
会
に

参
加
し
た
い
と
願
っ
た
の
は
温
故
知
新

の
一
語
に
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
な
し
っ

か
り
し
た
考
え
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

当
時
在
職
し
て
い
た
看
護
学
校
で
看

護
歴
史
を
担
当
し
て
い
た
と
い
う
の
が

動
機
で
し
た
。
あ
ま
り
純
粋
な
き
っ
か

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
会
員
の
皆
様
が

学
者
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
に
圧
倒
さ
れ

て
萎
縮
し
た
り
、
発
表
さ
れ
る
話
題
に

感
動
し
て
ど
う
し
た
ら
自
分
が
考
え
て

い
る
分
野
の
史
料
が
集
め
ら
れ
る
か
と

思
案
し
た
り
大
会
の
間
だ
け
は
気
持
が

充
実
し
て
い
る
と
い
う
状
態
で
し
た
。

回
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
感
激
し
て
い

る
期
間
が
長
く
な
り
少
し
成
長
し
た
か

な
と
独
り
で
満
足
し
て
い
ま
す
。

第
七
回
大
会
の
テ
ー
マ
医
制
二
一
〇

年
「
産
婆
制
度
を
考
え
る
」
で
取
り
上

げ
ら
れ
た
話
題
で
は
助
産
活
動
の
根
本

的
な
考
え
方
が
見
え
て
き
て
非
常
に
興

味
深
く
聞
き
ま
し
た
。
最
近
救
命
救
急

士
の
資
格
を
考
え
る
看
護
婦
が
身
近
に

現
わ
れ
て
落
ち
つ
か
な
い
思
い
を
し
て

い
た
の
で
参
考
に
な
り
そ
う
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
ス
ロ
ー
・
テ
ン
ポ
で
す
が
、

皆
様
方
の
活
動
に
遅
れ
な
い
よ
う
努
力

し
て
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
頼
り
な
い
会
員
で
す
が

大
き
く
抱
き
込
ん
で
い
た
だ
い
て
運
営

さ
れ
て
い
る
学
会
で
あ
る
こ
と
を
お
知
ら

せ
し
て
、
看
護
の
歴
史
に
少
し
で
も
興
味

を
お
持
ち
の
方
々
が
大
会
に
続
け
て
参

加
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

〝
産
婆
″
を
知
ら
な
い

助
産
婦
で
あ
っ
て
は

な
ら
な
い

菅
　
沼
　
ひ
ろ
子

（
東
京
都
・
非
会
員
）

今
回
の
医
制
二
一
〇
年
「
産
婆
制
度

を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
こ
の
学

会
に
参
加
し
て
、
痛
切
に
感
じ
た
こ
と

と
し
て
「
か
つ
て
の
産
婆
制
度
の
中
で

行
な
わ
れ
て
き
た
仕
事
は
、
す
ぼ
ら
し

い
も
の
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

私
た
ち
は
何
も
そ
の
こ
と
を
知
り
得
て

い
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
助
産
婦
と
し
て
こ
の
日
本
に

働
い
て
い
る
者
の
う
ち
、
ど
れ
程
の
人

が
、
知
っ
て
い
る
か
疑
問
で
す
が
、
若

い
助
産
婦
は
特
に
知
ら
な
い
状
態
な
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

「
知
ら
な
い
」
そ
の
原
因
と
し
て
、
関

心
が
な
い
か
又
は
、
知
る
術
を
持
っ
て

い
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

大
林
氏
の
書
か
れ
た
著
書
「
助
産
婦

の
戦
後
」
は
そ
の
意
味
か
ら
、
私
た
ち

に
多
く
の
関
心
と
興
味
を
ひ
き
出
し
て

下
さ
り
、
新
し
く
、
改
め
て
「
知
る
」

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
氏
の
仕

事
は
、
私
た
ち
の
為
す
べ
き
「
助
産
婦

の
仕
事
」
を
、
′
真
の
姿
と
し
て
と
ら
え

よ
う
と
さ
れ
て
い
る
点
が
、
本
当
に
感

謝
す
べ
き
、
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
又

助
産
婦
と
い
う
職
業
を
社
会
的
・
歴
史

的
視
点
か
ら
み
る
こ
と
の
重
要
性
も
教

え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
ひ
た
す
ら
に
、

人
々
に
と
っ
て
の
　
「
お
産
」
を
支
え
て

き
た
、
産
婆
・
助
産
婦
に
と
っ
て
、
社

会
の
中
に
存
在
し
、
生
き
る
こ
と
の
重

要
性
を
教
え
て
下
さ
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

高
橋
氏
の
行
な
わ
れ
て
い
る
研
究
も

私
た
ち
に
と
っ
て
「
見
え
な
か
っ
た
」

も
の
を
「
見
え
る
も
の
」
　
に
し
て
下
さ

っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
又
、
私
の

参
加
し
た
分
科
会
に
お
い
て
も
、
明
治

時
代
の
　
「
助
産
の
莱
」
を
研
究
し
、
分

析
さ
れ
て
い
る
方
々
に
出
会
い
、
又
、

新
し
く
、
知
り
た
い
も
の
が
「
見
え
る

よ
う
」
　
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

女
性
の
職
業
と
し
て
最
も
古
く
歴
史

の
あ
る
助
産
婦
の
仕
事
に
対
し
、
こ
れ

か
ら
の
助
産
婦
が
も
っ
と
自
信
と
誇
り

を
も
つ
た
め
に
も
、
自
分
た
ち
の
職
業

の
正
し
い
歴
史
を
認
識
す
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

国
際
交
流
が
さ
か
ん
に
な
り
、
諸
外

国
の
元
気
の
よ
い
助
産
婦
に
出
会
う
た

び
に
　
「
日
本
」
・
を
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
度
の
皿
か
ナ
ダ
で
も
十
分
に
そ
れ

を
感
じ
ら
れ
た
方
々
が
お
ら
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
私
は
神
戸
の
こ
の
会
で
、

助
産
婦
の
仲
間
の
す
ぼ
ら
し
さ
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
に
期

待
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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第
七
回
大
会
を

ふ
り
か
え
っ
て

大
　
平
　
政
　
子

医
制
二
一
〇
年
「
産
婆
制
度
を
考
え

る
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
、
第
七

回
大
会
が
神
戸
で
開
か
れ
た
。
多
く
の

助
産
婦
さ
ん
が
参
加
さ
れ
、
会
が
盛
り

あ
が
っ
た
事
は
う
れ
し
い
限
り
で
あ
る
。

女
性
問
題
研
究
家
の
大
林
氏
は
、
講

演
の
中
で
、
開
業
助
産
婦
と
の
ふ
れ
あ

い
を
通
し
て
得
ら
れ
た
助
産
婦
の
持
つ

自
然
分
娩
に
導
く
技
の
す
ぼ
ら
し
さ
、

女
性
達
へ
の
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
の
実

施
等
具
体
的
な
例
を
紹
介
さ
れ
た
。
反

面
、
現
在
、
優
れ
た
技
が
活
か
さ
れ
な

い
医
療
現
場
の
問
題
に
言
及
し
て
、
そ

の
中
で
の
助
産
婦
の
果
す
べ
き
役
割
に

っ
い
て
提
案
さ
れ
た
。
今
、
必
要
な
事

は
助
産
婦
が
自
ら
の
仕
事
を
社
会
に
啓

発
し
、
お
産
の
持
つ
意
味
を
女
性
達
が

問
え
る
よ
う
に
働
き
か
け
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
事
で
あ
る
。

日
本
の
長
い
歴
史
は
、
女
性
を
男
性

中
心
の
社
会
が
作
り
上
げ
た
女
性
像
、

女
性
の
生
き
方
に
あ
て
は
め
て
き
た
。

又
、
女
性
自
身
気
づ
か
な
い
ま
ヽ
に
そ

れ
が
自
分
の
生
き
方
だ
と
自
然
に
考
え

て
し
ま
う
よ
う
に
な
っ
た
。
女
性
が
そ

う
い
っ
た
生
き
方
、
生
活
観
に
意
識
的

に
目
を
向
け
、
自
己
の
存
在
を
ど
う
認

認
で
き
る
か
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
気
づ

く
事
の
大
切
さ
を
大
林
氏
は
指
摘
し
て

い
る
と
思
う
。

現
実
の
問
超
は
つ
き
つ
め
て
い
け
ば

歴
史
の
中
の
あ
る
事
象
、
現
象
に
結
び

つ
い
て
い
く
。
逆
に
歴
史
を
ひ
も
と
く

こ
と
で
新
し
い
物
の
見
方
や
視
野
の
広

が
り
が
で
き
る
。
今
回
、
そ
う
い
っ
た

事
柄
に
気
づ
く
事
は
で
き
る
の
だ
と
あ

ら
た
め
て
痛
感
し
た
次
第
で
あ
る
。

会
が
終
っ
て
数
日
過
ぎ
た
こ
ろ
二

二
才
の
子
を
持
つ
母
親
達
に
お
産
の
様

子
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
。
ど
の
母
親

も
会
陰
切
開
を
受
け
た
事
は
覚
え
て
い

る
が
、
会
陰
保
護
を
さ
れ
て
い
た
と
い

う
事
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
助
産
婦
の

優
れ
た
技
は
理
解
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
歴
史
的
に
培
わ
れ
て
き
た
技
術
が

社
会
で
評
価
さ
れ
る
た
め
に
は
、
私
達

一
人
一
人
が
ど
ん
な
役
割
を
果
せ
ば
よ

い
の
か
考
え
て
い
く
事
が
大
切
で
あ
ろ

う
。
こ
の
大
会
は
短
絡
思
考
の
私
に
と

っ
て
大
い
に
興
味
が
そ
～
ら
れ
、
刺
激

的
な
も
の
と
な
っ
た
。

一
般
の
人
々
の
参
加
の
も
と
に
、
看

護
の
歴
史
に
つ
い
て
討
論
さ
れ
る
事
が

で
き
る
な
ら
ば
、
違
っ
た
お
も
し
ろ
さ

が
得
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
と
勝
手
な

期
待
を
し
て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
あ

る
。

◆
新
入
会
員
（
敬
称
略
）

後
藤
真
澄
5

0
9
一
0
1
各
務
原
市
つ
つ
じ
が

丘
ニ
ー
一
〇
五

日
隈
ふ
み
子
5

6
7
茨
木
市
東
大
田
四
－

五
－
四
藍
野
学
院
短
大

徳
川
早
知
子
5

2
0
－
0
1
大
津
市
壷
山
三

－
〓
千
二
九
－
三
〇
六

内
藤
直
子
5

9
0
一
0
1
堺
市
庭
代
台
ニ
ー
ニ

ー
五
六

日
本
看
護
協
会
看
護
研
修
セ
ン
タ
ー
図

書
館
2
0
4
清
瀬
市
梅
園
丁
ニ
ー
三

岩
脇
陽
子
6
0

2
上
京
区
清
和
院
口
寺
町

東
入
ル
申
御
霊
町
野
一
〇
京
都
府
立

医
大
医
療
技
術
短
大
部

中
村
幸
栄
同
右

坂
井
敬
子
6
6
5
宝
塚
市
逆
瀬
台
丁
五

－
一
－
四
〇
八

佐
藤
幸
子
6
0
6
左
京
区
表
寺
地
蔵
本

町
一
－
二
カ
ー
サ
大
石
三
〇
二

正
田
美
智
子
3
7
1
前
橋
市
上
沖
町
三
二

三
－
一
群
馬
県
立
医
療
短
大

工
藤
ハ
ツ
ヨ
4

6
1
名
古
屋
市
東
区
大
事

南
一
－
一
－
加
名
大
医
療
技
術
短
大

日
高
文
子
8
禦
0
1
鹿
児
島
市
東
谷
山
五

－
三
四
－
五
コ
ー
ポ
薬
師
二
〇
三

柳
田
恵
子
6
6
9
ぜ
高
市
四
ツ
辻
九
三

五
－
二
〇

加
藤
奈
智
子
8
5

2
長
崎
市
坂
本
丁
七

ー
一
長
崎
大
学
医
療
技
術
短
大
部

柴
田
静
子
・
3
7
1
前
橋
市
総
社
町
総
社
三

二
一
－
四
エ
ア
サ
イ
ク
ル
ハ
イ
ツ

二
〇
二

千
浦
淑
子
6
7

3
明
石
市
和
坂
〓
－
三

生
瀬
第
一
ビ
ル
五
〇
三

佐
藤
ヨ
リ
コ
1

6
0
新
宿
区
若
葉
三
－
三

山
田
マ
ン
シ
ョ
ン
五
〇
三

穐
村
郁
代
7
5
5
宇
部
市
小
串
二
四
四

山
口
大
学
医
療
技
術
短
大
部

◆
住
所
変
更
（
敬
称
略
）

近
藤
麻
里
1
1

6
0
大
田
区
千
束
ニ
ー
三
〇

－
一
〇
富
田
荘
一
〇
二
へ

佐
山
光
子
1
新
潟
大
学
医
療
技
術
短
大

部
へ

加
納
尚
美
1
聖
路
加
看
護
大
学
へ

滝
沢
道
子
1
1
92
八
王
寺
市
大
和
田
町
七

－
一
一
－
〓
ハ
へ
（
都
立
松
沢
病
院

勤
務
）

濱
中
喜
代
1
2
14
川
崎
市
多
摩
区
菅
山
谷

三
－
四
－
六
（
1

82
調
布
市
国
領
町
八

－
三
－
一
慈
恵
会
医
科
大
学
看
護
学

科
勤
務
）

◆
再
入
会
豊
田
敵
意
（
8
7
－
響

◆
退
会
中
嶋
祥
子
（
9

2
－
響

山
田
こ
ず
え
（
8
7
－
竪

※
異
動
事
項
は
必
ら
ず
事
務
局
へ
！

7



1993年10月10日　　　　　　　　日本看護歴史学会会報　　　　　　　第16号

（
一
貢
よ
り
）
　
と
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

幸
い
、
こ
れ
ま
で
の
白
衣
の
天
使
や
、

近
年
の
3
K
に
つ
な
が
る
イ
メ
ー
ジ
か

ら
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
専
門
職
と

し
て
の
イ
メ
ー
ジ
に
転
換
す
る
こ
と
を

願
っ
て
、
看
護
学
生
が
弁
論
大
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
朝

日
新
聞
、
－
岩
や
▼
　
p
∴
謡
）
。

近
年
の
看
護
を
め
ぐ
る
情
勢
変
化
は

急
激
で
、
か
つ
大
変
革
と
も
い
え
、
対

応
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
す

で
に
若
い
人
の
中
に
改
革
へ
の
萌
芽
が

見
ら
れ
る
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
。

日
本
看
棟
歴
史
学
会
拉
投
稿
規
程

看
護
史
一
口
メ
モ
⑤

前
回
紹
介
し
た
「
日
本
一
若
い
産
婆
」
一

村
田
阿
栗
子
（
1

6
）
よ
り
も
さ
ら
に
若

い
産
婆
の
誕
生
は
、
明
治
二
四
年
に
京

都
府
の
産
婆
試
験
に
合
格
し
た
松
村
さ

き
（
1
3
）
で
あ
っ
た
。
松
村
の
場
合
は

医
制
に
基
く
試
験
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

産
婆
の
留
学
第
一
号
は
、
明
治
一
九

年
一
〇
月
三
日
に
出
発
し
た
尾
池
よ
ね

（
2
5
）
で
あ
る
。
属
地
は
浅
草
区
に
あ

っ
た
東
京
産
婆
学
校
の
幹
事
で
あ
り
、

群
馬
県
下
南
勢
田
郡
津
村
弥
一
郎
の
次

女
だ
っ
た
。
一
〇
月
一
日
に
は
神
田
の

開
花
事
で
送
別
会
が
挙
行
さ
れ
、
尾
池

は
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
で
の
産
婆
学
研
究
に

勇
躍
臨
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

（
か
）

一
、
論
文
原
稿
は
未
発
表
の
も
の
に
限

る
。

二
、
原
稿
用
紙
は
原
則
と
し
て
B
5
判

四
百
字
詰
縦
書
き
を
用
い
る
。

三
、
編
集
委
員
会
に
お
い
て
、
特
に
枚

数
を
指
定
す
る
も
の
以
外
の
論
文
原

稿
は
、
原
稿
用
紙
五
〇
枚
以
内
と
す

る
。
図
版
、
写
真
な
ど
は
一
葉
を
原

稿
用
紙
一
枚
分
と
み
な
す
。

四
、
論
文
原
稿
に
は
必
ら
ず
原
稿
用
紙

一
な
い
し
二
枚
の
要
約
を
添
付
す
る
。

五
、
原
稿
に
は
表
紙
を
付
し
、
表
題
、

英
文
表
題
、
著
者
名
、
所
属
機
関
名
、

連
絡
先
を
表
記
し
、
編
集
委
員
会
事

務
局
宛
に
送
付
す
る
。

六
、
特
に
編
集
委
員
会
が
必
要
と
認
め

る
場
合
に
は
、
掲
載
料
を
徴
収
す
る

こ
と
が
あ
る
。

◆
『
日
本
看
護
歴
史
学
会
誌
』
第
七
号

の
投
稿
〆
切
日
は
本
年
一
二
月
二
〇

日
で
す
。
奮
っ
て
御
応
募
下
さ
い
。

原
稿
の
送
付
先
は
、
今
回
に
限
り
、

本
会
報
発
行
担
当
の
玄
田
・
岡
山
宛
、

若
し
く
は
本
会
事
務
局
亀
山
宛
に
お

願
い
し
ま
す
。

50度数　販売価格　1枚000円
◆
産
婆
二
一
〇
年
配
念
テ
レ
カ

前
号
で
お
し
ら
せ
し
た
と
お
り
、
医

制
発
布
（
明
治
七
年
八
月
一
八
日
）
中
、

五
〇
～
五
二
条
に
産
婆
に
関
す
る
条
項

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
会
で
は
こ
れ
を

記
念
し
て
写
真
の
よ
う
な
オ
リ
ジ
ナ
ル

テ
レ
カ
の
発
売
を
開
始
し
ま
し
た
。
テ

レ
カ
に
使
用
し
た
図
は
明
治
初
期
の
郵

便
報
知
新
聞
の
錦
絵
（
日
本
医
学
文
化

保
存
金
蔵
）
　
で
す
。
・

看
護
・
医
療
界
に
限
ら
ず
広
く
一
般

の
方
々
へ
の
P
R
に
お
役
立
て
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
、
お
申
し
込
み
は
、
下

記
の
事
務
局
ま
で
お
ハ
ガ
キ
で
。

◆
本
会
発
行
の
『
看
護
婦
百
年
の
あ
ゆ

み
記
念
ア
ル
バ
ム
』
　
（
頒
価
七
〇
〇
円
）

残
部
僅
少
。
御
注
文
は
お
早
目
に
！

編
　
集
　
後
　
記

第
七
回
大
会
の
会
場
を
予
約
し
た
と

き
の
不
安
は
見
事
に
一
蹴
さ
れ
た
。
大

会
場
は
助
産
婦
の
溢
れ
ん
ば
か
り
の
熱

気
に
包
ま
れ
た
。
看
護
職
の
中
で
も
最

も
長
い
歴
史
を
も
つ
産
婆
。
今
こ
そ
、

そ
の
力
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
に
発
拝

し
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。
（
か
）

8

日
本
看
護
歴
史
学
会
会
報
　
第
一
六
号

（
頒
価
　
三
〇
〇
円
）

発
行
責
任
者

軍
属
都
市
上
京
区
清
和
院
口
寺
町
東
入

ル
中
御
霊
町
四
一
〇

京
都
府
立
医
大
医
療
技
術
短
期
大
学
部

玄
田
公
子
・
岡
山
寧
子

編
集
責
任
者
　
亀
山
美
知
子

日
本
看
護
歴
史
学
会
事
務
局

攣
属
都
市
右
京
区
西
院
月
双
町
二
一

－
三
〇
九
　
亀
山
方


